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１．はじめに 

生徒は，高等学校より教科「情報」を学習して

いるが，小学校では「総合的な学習の時間」，中

学校では，「技術」の教科で，情報について学習

している．したがって，高等学校の情報の授業で

は，それ以上の学習内容を欲している. 

この研究では教科「情報」における，生徒の興

味関心をひく学習内容と学習方法について研究

をおこなった． 

２．研究方法 

 学期に１回，生徒にアンケートをおこない，情

報リテラシーや情報の授業に対する意識，情報機

器の使用と所持の状況などについて調査をおこ

なった．また，毎回の授業で自己評価をおこなっ

た.自己評価では，実習と講義などでさまざまな

授業を実施するなかで，生徒の授業における取り

組みの評価と疲労度，満足度，感想の調査をおこ

なった． 

生徒が記入したアンケート，自己評価，授業観

察や生徒の制作したコンテンツなどを考察する

ことにより研究をおこなった． 

３．生徒を取り巻く環境について 

自宅にパーソナルコンピュータがあると答え

た生徒は約６５％，無いと答えた生徒は約３５％

であった．また，パーソナルコンピュ－タの操作

が得意であると答えた生徒は約１０％，得意でな

いと答えた生徒は約４７％であった．携帯電話に

ついては，所持している生徒が約９３％、携帯電

話の操作が得意であると答えた生徒は約３７％，

得意でないと答えた生徒は約１５％であった。 

４．研究の成果 

授業内容が実習であれ，講義であれ，新たな知

識，またはオペレーションを習得したという実感

が無ければ生徒の満足度は低かった．また，イン

ターネットを用いた調べ学習よりも，ワープロソ

フトや表計算ソフトを用いた授業の方が，満足度

が高かった． 

 １時間が実習，１時間が講義という授業の場合，

実習，講義の内容に関わらず実習のほうが，満足

度が高く，疲労度は低かった．オペレーションの

例を示した直後に，練習問題に取り組むという授

業内容の満足度が高かった．講義の後に実習のテ

ストをおこなった場合でも同様であった． 

２時間とも実習の授業の場合，実習の内容に関

わらず，２時間目の満足度は低くなり，疲労度は

高かった．授業観察でも２時間目は目の疲れをう

ったえる生徒や，集中力の低下が感じられる生徒

もみられた．ただ，自由課題についてはこの限り

でなく，満足度は高く，疲労度は低かった． 

 パーソナルコンピュータが自宅にある生徒と

無い生徒を比較した場合，自己評価に関しては全

体的に自宅に無い生徒のほうが高かった．疲労度

に関してはどちらでもなく，同程度であった．満

足度については．自宅にある生徒のほうが高い場

合もあれば，無い生徒のほうが高い場合もあった

が，講義については，自宅にある生徒の方が明ら

かに満足度は高かった． 

男子と女子とで比較した場合，自己評価に関し

ては全体的に男子が高く，疲労度は女子のほうが

全体的に高い傾向にあった．また，満足度は全体

的に男子の方が高かった．特に講義に関しては１

ポイント以上の差が出ることもあった． 

５．おわりに 

情報の授業に取り組みたいという生徒は多く，

コンピュータを利用できるようになりたいとい

う生徒のニーズは高かった．内容については情報

科学の講義，または実習であっても，よりレベル

の高い授業内容を欲している．実技に関する学習

内容にニーズがあると思われ，ソフトウェアのオ

ペレーションに特に興味があると思われる．した

がって，ソフトウェアのオペレーションを総合的

に用いた高度な作品の制作が生徒の興味関心を

高めると思われる． 

今後も，アンケートや自己評価を通して生徒の

ニーズを把握し，満足度の高い授業を目指してい

きたいと思います． 


